


　アタシのパーフェクトボディが　台無しよっ

標準タイプ

515ライン低温タイプ4timesレベルコート

■ 取り扱い上の注意
取り扱い方法
1.開缶する時は、顔を近づけすぎないでください。
2.容器を破損しますと汚染、火災等の危険がありますので充分注意してください。（運送
及び保管時は天地無用、横積厳禁）
3.作業は火気のないところで行い、局所排気装置を設けてください。 
4.塗装中、乾燥中とも換気をよくし 、蒸気を吸い込まないようにしてください。
5.取り扱い中はできるだけ皮ふにふれないようにし 、必要に応じて有機ガス用防毒マス
ク、又は送気マスク、保護手袋、前掛等を着用してください。
6.容器からこぽれた場合は、布で拭きとって水をはった容器に保管してください。
7. 塗料の付著したウエスや塗料カス、スプレーダスト等は廃棄するまでは必ず水につけ
ておいてください。
8. 取り扱い後は、手洗い及びうがいを十分に行ってください。
9. 取り扱い中の喫煙は避けてください。

応急処置
1. 作業衣に付若した場合には、その汚れをよく落としてください。
2. 皮ふに付着した場合には、多量の石けん水で洗い落とし、痛み又は外観に変化がある
ときには、医師の診察を受けてください。
3. 目に入った場合には、多量の水で洗ったあと、又、誤って飲み込んだ時は、できるだけ
早く医師の診察を受けてください。
4.蒸気、ガス等を吸い込んで気分が悪くなった場合には、空気の清浄な場所で安静にし 
、必要に応じて医師の診察を受けてください。
火災時の処置
1.火災時には炭酸ガス、泡又は粉末消火器を用いてください。
廃棄方法
1.中身を使いきってから廃棄してください。
2.廃塗料、塗料カス、洗浄廃液、廃水等は、廃棄物処理認定業者に委託してください。

※詳細な内容が必要な場合には、製品安全データシート（SDS）をご参照ください。

「4t imesレベルコート」は、工程の大幅な短縮と環境保護の観点から溶剤の使用を極力押さえるべく開発された画期的な熱硬化  アクリル樹脂塗料です。
一般の焼付塗料の1コート当たりの膜厚は20～25μmが標準ですが、その4倍の膜厚80～100μmを1コートで得られることから  「4t imesレベルコート」と命名しました。

高 レ ベ リ ン グ

肉持、光沢、レベリング性良好

他に類を見ない高レベリ

ングの仕上がりです。

高級感が要求される分

野で選ばれています。

艶消し・サテン仕上げ

サテン仕上げも簡単・キレイ

焼付乾燥過程で再フロー

し、平滑な鏡面仕上げが

できます。
ムラになりやすい
艶消しサテンから
鏡面まで！

ゆず肌に
なりがち

抜 群 の 安 定 性

ドバっと塗ってもメタリックが
泳がず安定、ムラなく仕上がる

高チキソトロピー

塗装条件の違いによる色のブレがなく、安定します。

部品点数の多い製品の塗装で定評があります。

チキソトロピー性が高い
ため、メタリック泳ぎがな
く色が安定します。

攪拌

高粘度低粘度

静置

大きさの違う部品の
メタリック色のばらつき

どうしよう？

1回で
ドバッとやっても
安定しますよ

当社

お客様

フォータイムズ

低 温 焼 付

低温タイプも準備できます
メラミン並みの130℃焼付が可能

515ラインは低温化を実現し、130℃×20分の
焼付が可能に。素材傷のカバー性も良好です。

時 間 短 縮

1コートで
膜厚100µm（乾燥膜厚）

一発厚塗り可能だから、

作業効率大幅アップ。

CO₂削減にも貢献します。

１コートで超・厚膜可能かつ美しい仕上がり。

使用方法

●「4timesレベルコート」は、エアースプレー、エアレススプレー、静電塗装が適しています。尚、非常にチキソトロピー値の高い塗料
ですので、塗料の供給は塗装作業性の点から圧送方式をおすすめ致します。

●厚膜に塗装する関係でエアー圧が高いとエアーにより塗膜のヨリが生じることがあります。この際は、エアー圧を低くしてください。

●抜群の微粒化適性を有していますので、高粘度ではありますが0.2Mpa以上のエアー圧があれば充分微粒化いたしますので塗膜
状態によりエアー圧を調整してください。

塗りにくい
部分が
タレている

異なる塗装会社の
部品を合体しても

色が安定

一発厚塗りでも
タレ・ワキなし

塗装会社が
変わると

色がばらつく

不 良 率 削 減

タレ・ワキが起きにくいので
複雑な形状の塗装がラク

垂直面で100μm塗装しても

タレ、ワキを生じません。

タレにくいので
塗り込んでもＯＫ

お客様より

4timesレベルコートが……

ある時
ない時

A社

B社

C社

510ライン


